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私たちが取り組んでいます！

⼤倉健宏（代表者） 加藤⾏男

めざすこと（研究⽬的）

ペットフレンドリーなコミュニティの存在条件を明らかすることで、
ヒトとイヌが暮らしやすいコミュニティを明らかにする

やること（研究⽅法）

飼い主と飼い⽝の唾液サンプ
ルから⻭周病菌を探す
⻭周病伝播の条件を居住環境
や家族形態、社会経済的条件
から明らかにする
ペットフレンドリーなコミュ
ニティなコミュニティに必要
な条件を明らかにする

わかること・できること（成果）

ペットフレンドリーなコミュ
ニティの条件が明らかになり、
多様な価値を持つ住⺠と動物
が暮らしやすい地域社会モデ
ルを⽰し、魅⼒的なコミュニ
ティを実現することが出来る

こんなふうに研究しています！

キーワード解説

ペットフレンドリーなコミュニティ：飼育する住⺠
にとって、飼育しない住⺠にとって、ペットにとって暮
らしやすい、セキュリティが確保された空間を⽰します

ドックパークにて⽝の唾液を収集しています

イヌとヒト
の親密化

⼩型⽝化・室内⽝化

居住空間の縮⼩

コンパニオンアニマル化・
家族ペット化

⼈獣共通
感染症
⻭周病


